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産学連携で新たな機能性表示食品を開発 

～ジンジャーシロップ「金姜柑」の発売について～ 

 調剤薬局チェーンを展開する株式会社アガペのグループ会社である株式会社アガペファーム（朝倉郡

筑前町）は九州産業大学と連携して開発した同社初の機能性表示食品、ジンジャーシロップ「金姜柑」

（きんきょうかん）を 1 0月1日（金）より販売を開始します。 

 金姜柑は熊本県産の生姜を主原料とするシロップで、20ml（１日当たりの摂取目安量）中にショウガ

の有効成分である 6-ジンゲロールを 2.835mg、6-ショウガオールを 0.23mg 含んでおり、気温や室温が

低い際に末梢部位の体温を維持する機能を持つということを表示できる機能性表示食品です。 

 機能性表示食品とは、特定保健用食品（トクホ）、栄養機能食品とともに保健機能食品として健康機

能を表示することが許された食品のことで、特定保健用食品（トクホ）と異なり国は審査を行いません

が、届け出が受理されるためには、企業の責任で、最終製品を用いて臨床試験を行うか、専門家による

国内外の膨大な関連研究を網羅的に収集・精査するシステマティックレビューを行い、機能の科学的な

根拠を説明しなければなりません。従って、健康機能を表示することによる商品価値の増大というメリ 

ットは理解しながらも、中小の食品メーカーでは申請を断念するケースも多く、1000 社近くの食品関連

企業がある福岡県においても、機能性表示食品の申請をする事業者は多くありません。 

 このたび、企業にとって負担が大きいシステマティックレビューや機能性成分分析を九州産業大学で

支援することにより、同社初の機能性表示食品の商品化を実現しました。 

具体的には、九州産業大学の生命科学部においてシステマティックレビューとして、国内外の生姜に

関する 18000件以上の研究の中から約 100 件の信頼性の高い文献を精査して、機能性を表示するため必

要な有効成分含量を特定するとともに、アガペファームの試作品に対する機能性成分分析を繰り返し、

レシピの決定を支援しました。また、地域共創学部では生姜食品の市場分析に基づいたマーケティング

戦略を策定し、芸術学部でブランドマークやパッケージ、ラベルをデザインするなど、学部間横断の産

学連携プロジェクトとして取り組み、新たな機能性表示食品の完成に至りました。 
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九州産業大学は、このたびの成果を踏まえ、今後とも株式会社久留米リサーチ・パーク、福岡県工業

技術センター生物食品研究所などと連携して、福岡県の食品メーカーの機能性表示食品開発支援を強化

し、地場の食品産業の発展に寄与していく所存です。 

また、アガペファームはこのたびの機能性表示食品の商品化を踏まえ、新たな機能性表示食品を開発

し、保健機能食品の商品ラインアップの拡充に努めます。 

商品の概要については別紙をご覧ください。 

〇商品に関する一般の方のお問い合わせ先 

株式会社アガペファーム 

本部 赤塚 

電話：0946-42-8058 

メール：info@agapefarm.jp

mailto:kohoka@ml.kyusan-u.ac.jp
mailto:s-fujiki@agape21.jp
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